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 第３回親子会議では，「通信機器等に関する安全な利用について」というテーマで話し合ってい

ただきました。今回，使用について，再確認ができたという声がとても多かったです。便利なネッ

ト社会ではありますが，子ども達が成長し，機器を使用するときに備えて，安全な使い方などにつ

いて，普段から話し合っていただければと思います。 

保護者の皆様，御多用の中，御協力ありがとうございました。 

  親子会議シートの一部を紹介いたします。 

 

＜１年＞ 

・以前から約束ごとは決まっていたが，今回再確認することができた。 

・親のスマホを使用するとき（電話やライン）必ず声をかけ，親の近くで使用，またラインを送る

ときは必ず内容を親が確認してからと決めています。 

・ゲームは終わりの時間を決めてやる，ゲームのほかの遊びもすることにしました。 

・オンライン上で音声チャットを安易にしてしまい，そこから個人情報などが漏れるなど，自分で

は思ってもみなかった結果につながることもある。 

・今まで曖昧になっていた使用時間だったが，今回きちんとルールを決めて，子どももきちんと守

ると約束してくれたので良かったです。 

・わたしの家ではゲームは週に3日と決めています。ゲームがない日は兄弟みんなで楽しく遊びま

す。 

・将来子どもがスマホを持ったとき，スマホ依存にならないように，今は保護者が適切な使い方を

見せていこうと話し合うことが出来ました。 

・わたしのお父さんとお母さんは，私が大きくなったときに真似をできるように，スマートフォン

の使い方について反省しながら話していました。 

 

＜２年＞ 

・今回，思っていた以上にスマホやゲーム，SNSの事などを子どもが知っていて驚いた。 

・ゲームをやるときのきまりをいつも言われているけど，紙に書いたら分かりやすかったです。 

・話し合うことで，大人でもきちんとしなくては，と身がひきしまりました。 

・子どもがゲームや動画を使用する機器には見守り設定をして個人情報の流出を防ぎ，時間や使用

内容を把握出来るようにしています。 

・ゲームには自分の本名や住所を入れてしまわないように伝えていたが，再度よく教えた。また子

ども一人で長時間使わせないよう気をつけたい。 

・きちんとルールを守れば楽しめるものなので，今回話して決めたことを忘れずにやっていきたい

です。 

・手が空いたらゲームをやるから，勉強した分だけ遊べる決まりにしようと思った。 

 

 

＜３年＞ 

・非現実世界と現実世界が混同することのないよう，適宜助言したり，現実世界での体験・活動を

大事にしたりしていきたいです。 

・テレビは目で見るだけで頭にあまり残らないので，本をたくさん読んで見聞を広げようと会話し

ました。 

・ぼくはお母さんと，機械で通信できるゲームについてルールを話し合いました。 

・今はアプリやゲーム等を共有し，子どもと親が今何をしているか分かるようにしています。 

・スマホやゲームは簡単に楽しめる機械です。でも夢中になって遊んでいるとあっという間に時間

が過ぎます。時間を守ることはとても難しいです。 



・コミュニケーションをとる方法が多様化するなか子ども達が危ない目に遭う確率も多くなってい

ます。便利ではあるけれどリスクもあることを話し合いました。 

 

＜４年＞ 

・時間や約束を守ることは，自分や健康を守ることになるので，気をつけていきたいです。 

・時代のためか子どもが通信機器を触ることもありますが，使わせる限り親としてきちんと扱い方

を徹底して教え，見守ることがとても大切になると思います。 

・大人でもスマホやゲームの使い方が正しいかというと正直出来ていないと思います。自分自身も

正しく使い，手本にならないと，と反省しました。 

・毎日注意されて分かったことが一つあります。それは，ぼくのために注意してくれているから，

ぼくも約束を守っていきたいです。 

 

＜５年＞ 

・本当の情報を正しく理解して判断し，SNSに頼らないで生活してほしい。 

・イヤホンの利用時間によっては耳に早くからダメージがくることもいわれているので長時間はや

らないようにする。 

・この機会に母からSNSの恐ろしさを聞くことができて良かったです。 

・ネット上は顔の見えない相手とのやりとりなので，使うときは相手の立場に立って言葉遣いにも

気をつけていきたいと思います。 

・非常に便利な反面様々な危険があるので保護者がよく監督し，本人も気をつけて使わなければい

けないと思いました。 

・ぼくの家では最大一日２時間で，３０分見たら３０分の休憩を入れることをルールとしました。 

・ただのゲームだが，機械一つで世界の人々につながっている。すごいことだけど危ないことでも

あるということが子どもに伝わったと思う。 

 

＜６年＞ 

・ぼくの家ではゲームをしてはいけない日があります。やっていい日も時間が決められています。

コロナ禍で家に居る時間が増え，その時間を家族のコミュニケーションにあて，学校であったこ

とやその日思ったことなど話しています。 

・春から中学生。入学直前のいいタイミングでSNSやゲームに関して改めてルールを話し合う機会

がもてたこと良かったです。 

・時代の流れなので通信機器を使うのは仕方がないが，使い方を間違えると人を傷つけてしまう事

もあるということを考えて使ってほしいです。 

・家族と一緒に「これって大丈夫？」と思う気持ちを忘れずに相談して利用しようと思います。 

・本当に通信機器は必要か，それを通してでないとできないコミュニケーションは心に悪い影響を

与えないかについて話し合いました。 

・我が家では見守り設定がしてあり，自動で電源が切れるようになっています。 


